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の
清
粋
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

元
来
、
こ
の
種
の
芙
悶
報
告
と
い
う
も
の
は
、
一

見
い
か
に
も
m
単
に
ま
と
め
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
見

え
な
が
ら
も
'
そ
の
賢
へ
き
わ
め
て
買
き
あ
ら
わ
し

に
ノ
＼
い
も
の
で
あ
る
.
そ
の
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き
い
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さ
れ
る
と
い
う
点
に
あ
る
か
ら
な
の
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
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っ
て
へ
若
者
白
身
の
過
去
の

行
動
を
材
料
に
し
た
報
告
は
'
常
に
あ
る
柾
の
告
白

件
を
と
る
こ
と
を
余
儀
な
-
古
れ
る
.
と
こ
ろ
で
'

そ
の
告
白
・
一
い
う
行
為
も
'
一
人
の
人
間
が
、
自
己

を
地
米
と
し
て
あ
り
の
ま
ま
に
表
現
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
あ
る
が
、
こ
と
は
そ
う
倍
単
に
は
遊
ば
な

い
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今
こ
こ
で
告
白
に
つ
い
て
の
所
論
を
巌
関
す
る

余
裕
は
な
い
が
'
と
に
か
ノ
＼
告
白
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行
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け
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本
書
の
著
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'
そ
れ
ら
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つ
か

の
困
難
を
自
覚
し
っ
つ
'
「
自
分
の
古
い
傷
を
今
さ

ら
さ
ら
け
だ
し
て
ど
う
な
る
と
い
う
思
い
に
た
え
ず

か
ら
れ
」
な
が
ら
も
、
敢
え
て
こ
の
書
物
を
公
け
に

し
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っ
た
の
か
O
こ
の

著
者
の
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の
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に
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り
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年
の
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の
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試
て
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し
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の
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師
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な
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。
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い
う
強
い
念
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烈
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育
の
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に
あ
た
っ
て
'
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ず
最
初
に
著
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を
苦
し
め
た
根
本
的
な
問
湖
は
'
現
代
に
生
き
る

若
人
た
ち
に
,
日
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の
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を
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に
両
白
く
数

え
る
か
」
と
い
う
疑
問
で
あ
り
、
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口
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訳
の
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せ
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が
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あ
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な
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的
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ま
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全
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生
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ぶ
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'
ま
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触
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た
い
こ
と
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ら
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し
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ど
も
、
今
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多
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と
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。
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'
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の
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と
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